
「
い
ま
行
動
し
な
け
れ
ば

重
大
な
危
機
に
直
面
す
る
」

「2
0
5
0

年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
全
世
界
で
半
減

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
な

ど
科
学
者
の
警
告
を
受
け
、

温
暖
化
防
止
に
向
け
世
界

が
動
い
て
い
ま
す
。
ド
イ

ツ
は
す
で
に
18
％
削
減
し
、

2
0
5
0

年
ま
で
に
80
％
削
減

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
日
本
政
府
は

大
変
恥
ず
か
し
い
態
度
を

取
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
12

月
、
バ
リ
島
で
開
か
れ
た

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
第
13
回
締
結
会
議
で
、

２
０
２
０
年
ま
で
の
削
減

目
標
30
％
を
書
き
込
む
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、

カ
ナ
ダ
３
国
が
妨
害
し
た

た
め
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
京
都
議

定
書
で
掲
げ
た
６
％
削
減

を
達
成
で
き
な
い
ば
か
り

か
、
逆
に
６
．
４
％
増
加

さ
せ
温
暖
化
を
加
速
さ
せ

て
い
ま
す
。
日
本
経
団
連

の
「
自
主
行
動
計
画
」
ま

か
せ
が
原
因
で
す
。

日
本
の
２
０
０
６
年
度

の
Ｃ
Ｏ
２
総
排
出
量
は1

2

億7
5
0
0

万
ト
ン
、
そ
の
う

ち
の
80
％
は
産
業
・
公
共

部
門
で
あ
り
、
中
で
も
火

力
発
電
所
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

は
10
数
年
の
間
に
３
．
４

倍
年
間2

億5
0
0

万
ト
ン
に

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
国

に
対
し
財
界
言
い
な
り
政

治
か
ら
の
転
換
を
求
め
る

と
共
に
、
区
に
本
気
の
取

り
組
み
を
期
待
し
５
点
提

案
し
ま
す
。

１
点
目
は
温
暖
化
防
止
条

例
の
制
定
で
す
。

千
代
田
区
は
「
地
球
温

暖
化
対
策
条
例
」
を
制
定

し
、2

0
1
2

年
ま
で
に
京
都

議
定
書
目
標
を
達
成
、2

0
2

0

年
ま
で
に
区
内
の
Ｃ
Ｏ
２

を
25
％
削
減
の
目
標
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
品
川
区
は
、

2
0
0
3

年
環
境
計
画
を
作
成

し
ま
し
た
が
、
温
暖
化
防

止
の
記
述
は
ほ
ん
の
一
部

で
不
十
分
で
す
。

質
問
・
・
・
区
民
、
事
業

者
、
区
が
協
働
で
温
暖
化

対
策
に
と
り
く
む
た
め
に

「
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
」

の
制
定
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

２
点
目
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目

標
と
計
画
策
定
で
す
。

昨
年
第
三
回
定
例
会
で
、

区
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の

数
値
目
標
と
計
画
を
求
め

ま

し

た
が

、

答

弁

は
、

「
国
、
都
、
区
の
役
割
分

担
を
踏
ま
え
、
区
民
の
啓

発
活
動
を
積
極
的
に
展
開

す
る
」
と
啓
発
活
動
に
偏
っ

て
い
ま
し
た
。

区
は
、
都
市
再
生
路
線
の

も
と
、
超
高
層
ビ
ル
建
設
、

中
央
環
状
品
川
線
な
ど
道

路
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

区
内
に
は
、
火
力
発
電
所

が
２
箇
所
、
清
掃
工
場
は

１
箇
所
、
民
間
の
廃
棄
物

処
理
施
設
も
あ
り
ま
す
。

質
問
・
・
・
区
に
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
の
定
期
的
公
表

と
、
区
が
責
任
を
持
ち
区

内
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
と
具

体
的
計
画
の
策
定
を
求
め

ま
す
。
開
発
地
域
に
お
け

る
建
物
か
ら
排
出
さ
れ
る

Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
図
る
た
め

に
は
、
区
独
自
規
制
の
検

討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

３
点
目
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
・
促
進
で
す
。

日
本
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

増
加
の
原
因
は
、
石
油
、

石
炭
な
ど
化
石
燃
料
に
よ

る
火
力
発
電
を
重
視
し
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軽
視

し
て
き
た
政
策
に
あ
り
、

総
発
電
量
の
１
％
し
か
目

標
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
Ｅ

Ｕ
は
21
％
を
目
標
に
し
て

笑顔あふれるまちづくり
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日本共産党品川区議会議員

ご相談はこちらへ いいぬま雅子事務所 荏原１－１５－１０ ℡３７８７－５４２５

区議団控室 ５７４２－６８１８ http：//www.jcp-shinagawa.com/

メール待っています。iinuma@jcp-shinagawa.com

予
算
特
別
委
員
会
が
17
日
終
了
し
ま
し
た
。
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

２
月
22
日
の
一
般
質
問
の
報
告
を
し
ま
す
。
区
長
と
部
長
の
型
通
り
の

答
弁
を
リ
ア
ル
に
伝
え
た
い
の
で
質
問
と
答
弁
全
文
３
回
連
続
で
紹
介

し
ま
す
。
長
文
で
す
が
お
付
き
合
い
願
い
ま
す
。

質
問

１
．
区
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
を
持
ち
対
策
を

温
暖
化
を
加
速
す
る
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
は
中
止
を

区議会報告は政務調査費で作成しています。ご意見ください。

本会議傍聴ありがとうございました



取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
設
置
の
促
進
、

特
に
保
育
園
、
幼
稚
園
、

学
校
な
ど
へ
の
設
置
は
環

境
教
育
促
進
の
た
め
に
も

有
効
で
す
。

質
問
・
・
・
太
陽
光
発
電

な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

公
共
施
設
に
積
極
的
に
導

入
、
区
民
意
識
啓
発
に
勤

め
る
こ
と
。
一
般
家
庭
へ

の
促
進
の
た
め
、
助
成
制

度
を
拡
充
す
る
こ
と
。
一

定
規
模
以
上
の
建
物
へ
の

義
務
付
け
の
検
討
を
求
め

ま
す
。

４
点
目
は
緑
を
増
や
す
計

画
で
す
。

質
問
・
・
・
長
期
計
画
の

中
に
公
園
増
設
、
緑
と
樹

木
を
大
幅
に
増
や
す
計
画

を
求
め
ま
す
。

５
点
目
は
、
サ
ー
マ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
の
問
題
で
す
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
燃

や
し
、
電
力
に
変
え
る
サ
ー

マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
は
Ｃ
Ｏ

２
を
増
や
し
温
暖
化
を
加

速
し
ま
す
。
石
油
を
原
料

と
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

焼
却
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や

重
金
属
類
、
化
学
物
質
等

の
有
害
物
質
の
発
生
源
に

な
り
ま
す
。
ま
た
近
い
将

来
石
油
資
源
が
枯
渇
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
大
量
消

費
、
大
量
燃
焼
は
、
環
境

保
全
、
資
源
保
護
の
立
場

か
ら
と
う
て
い
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

ご
み
問
題
は
、
ご
み
に
な

る
よ
う
な
物
を
つ
く
ら
せ

な
い
法
整
備
と
、
ご
み
を

出
さ
な
い
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
つ
き
ま
す
。

質
問
・
・
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
燃
や
せ
ば
Ｃ
Ｏ
２
は

必
ず
増
加
し
ま
す
。
世
界

的
に
削
減
を
検
討
し
て
い

る
最
中
「
石
油
製
品
は
燃

や
さ
な
い
」
決
断
を
す
べ

き
で
す
。
サ
ー
マ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
は
中
止
し
、
区
民

と
の
対
話
を
重
ね
、
区
民

参
加
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
源
回
収
を
促
進
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

法律相談 ４月１８日(金）午後6時～8時 いいぬま雅子事務所にて 弁護士が対応します。事前に予約をお願いします。 主催 共産党品川地区委員会

（
区
長
答
弁
）

尋
ね
の
地
域
推
進
計
画

に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
動

車
、
船
舶
な
ど
の
区
別
デ
ー

タ
が
把
握
で
き
ず
、
数
値

化
に
困
難
な
面
が
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
、
地
域
推
進

計
画
の
計
画
化
を
検
討
し
、

そ
の
中
で
区
民
と
の
協
働

の
取
り
組
み
も
考
え
て
い

く
こ
と
が
課
題
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
規

模
事
業
所
の
規
制
に
つ
い

て
で
す
が
、
東
京
都
で
は

平
成
17
年
環
境
確
保
条
例

を
改
正
し
、
こ
れ
ま
で
の

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
書

制
度
の
強
化
を
図
り
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
、
燃
料
、

熱
お
よ
び
電
気
の
使
用
量

を
原
油
換
算
し
た
量
が
、

年
間1

5
0
0

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

以
上
の
事
業
者
に
対
し
て
、

削
減
計
画
を
義
務
づ
け
、

結
果
を
公
表
す
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
都

は
、
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

規
制
に
つ
い
て
検
討
中
で

す
が
、
こ
れ
以
上
こ
れ
ら

の
事
業
所
の
使
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
削
減
す
る
こ
と
は
、

技
術
的
に
困
難
だ
と
も
聞

い
て
お
り
、
現
時
点
で
は

区
独
自
の
規
制
や
条
例
に

よ
る
規
制
に
つ
い
て
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

次
に
、
太
陽
光
発
電
に

つ
い
て
で
す
が
、
区
で
は

現
在
13
施
設
で
の
発
電
の

ほ
か
、
公
園
の
太
陽
電
池

時
計
や
街
路
灯
な
ど2

0
0

基
以
上
に
設
置
を
し
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
設
置

可
能
な
施
設
等
に
つ
い
て

は
設
置
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
一
般
家
庭
へ
の

助
成
に
つ
い
て
で
す
が
、

環
境
共
生
住
宅
助
成
事
業

で
は
、
平
成
14
年
度
か
ら

５
年
間
で
４
件
の
実
績
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
本
年
度
は
町
会
の
ふ

れ
あ
い
掲
示
板
、
回
覧
板

で
事
業
を
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、
11
件
の
申
請
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
国
の
助
成
制

度
は
平
成
17
年
度
に
終
了

し
て
お
り
、
こ
れ
が
申
請

増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る

側
面
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
申
請
実
績
を
踏
ま

え
、
助
成
制
度
の
拡
充
を

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
一
定
規
模
以
上
の

建
物
へ
の
義
務
づ
け
に
つ

い
て
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。次

に
、
区
内
公
園
増
設

と
緑
、
樹
木
の
増
加
計
画

に
つ
い
て
は
、
品
川
区
で

は
既
に
第
３
次
長
期
基
本

計
画
の
中
で
も

緑
ゆ
た

か
な
ま
ち
づ
く
り
の
先
導

的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

や
、
緑
地
の
一
層
の
拡
充

の
た
め
の
公
園
新
設
に
努

め
る
と
し
て
お
り
、
議
案

と
し
て
お
り
ま
す
基
本
構

想
で
も
、
次
代
に
つ
な
ぐ

環
境
都
市
と
し
て
、
区
が

率
先
し
て
緑
化
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
を
推
進
す
る

考
え
を
示
し
て
い
る
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

検
討
を
進
め
て
い
る
新
し

い
長
期
基
本
計
画
の
中
で

も
、
当
然
な
が
ら
こ
う
し

た
考
え
を
も
と
に
、
計
画

的
に
事
業
を
展
開
す
る
考

え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
米
粒
、
油
な

ど
で
汚
れ
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
つ
い
て
リ
サ
イ

ク
ル
を
と
の
ご
主
張
で
す

が
、
現
状
で
は
そ
の
よ
う

な
汚
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
は
受
け
入
れ
て
も

ら
え
ま
せ
ん
。
通
常
の
再

生
利
用
は
不
可
能
で
す
の

で
、
せ
め
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
含
ま
れ
て
い
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
だ
け
で
も
回
収
し

よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
予
定
ど
お

り
本
年
10
月
よ
り
実
施
す

る
考
え
で
お
り
ま
す
。

「私たちの生活を守る政治」を考えるつどいをします。お話…区議会議員鈴木ひろ子・いいぬま雅子 4月12日（土）午後2時～4時 荏原第一区民集会所にて

区長答弁から温暖化防止に取り

組む姿勢感じられたでしょうか。

質問原稿全文を9日前に提出させ

ての答弁としてはお粗末です。質
問項目に真摯に応えず、品川区が

あたかも取り組んでいるような答

弁ですが、具体的な数値目標なく
してどうして改善するのでしょう

か。大崎地区開発、新しいオフィ

スビルから排出されるCO2は年間

１０万トン。このCO2を吸収する

ために必要な緑地は、品川区の面
積の7倍から16倍（昨年３定での

区の答弁）です。企業への働きか

けなくしてCO2削減はありえない
ことを強調したいです。 （雅子）

「母べえ」を

見に行きましょう。

1000円券 いいぬままで


